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研究要旨 【背景】侵襲性肺炎球菌感染症（IPD）や侵襲性インフルエンザ菌感染症（IHD）、

劇症型溶⾎性レンサ球菌感染症（STSS）、侵襲性髄膜炎菌感染症（IMD）は第 5 類感染症

に指定されている重要な感染症である。成⼈のワクチンカバー率の推移など不明な点も多

いため、平成 25 年度から全国 10 道県で本研究班によるサーベイランスが開始され、⾼知

県も参加している。【⽬的】⾼知県における IPD、IHD、STSS、IMD の発⽣状況、患者背

景、⾎清型、予後を明らかにする。【⽅法】令和 7 年 1 ⽉から令和 7 年 12 ⽉末までの 12 か

⽉間に⾼知県内で届け出のあった IPD、IHD、STSS 症例の調査票を⽤いて患者背景を解析

した。提供の得られた菌株について国⽴感染症研究所にて⾎清型を解析した。【結果】令和

7 年 1 ⽉から 12 ⽉までの 12 か⽉間に IPD は 15 例の届け出があった。⾎清型は 11 例で判

明した。その結果判明した前年度の 23 価莢膜多糖体ワクチン(PPSV23)カバー率は 50.0%

であった。IHD は 7 例の届出があり、⾎清型は全例で NTHi であった。STSS は 2 例の届

出があり、いずれも⾎清型は G 群であった。本研究開始以降初めて当地域で IMD の発⽣が

あった。【結論】IPD、IHD が新型コロナウイルス感染症(COVID-19)の流⾏と感染対策に

よる影響により低下傾向であったが平年並みに改善している⼀⽅で SSTS は G 群のみ 2 例

と少なくなっていた。更に、研究開始以来、初めて当地域での IMD 症例が検出されており、

COVID-19 に対する感染対策の緩和と⼈流制限の解法により侵襲性細菌感染症の増加がみ

られている可能性があり、今後も動向を注視していく必要があると考えられる。 



Ａ．研究⽬的 
肺炎球菌は成⼈市中肺炎の起炎菌として重
要な菌である 1)。肺炎球菌感染症の⼤半は
菌⾎症を伴わない肺炎であるが⼀部の症例
では菌⾎症を伴う肺炎、敗⾎症、髄膜炎を起
こすことが知られており、侵襲性肺炎球菌
感染症（invasive pneumococcal disease、
以下 IPD）と呼ばれている。インフルエン
ザ菌も成⼈市中肺炎の重要な菌 1)であり、
同様に 侵 襲 性 イ ン フ ル エ ン ザ 菌 感 染 症
（ invasive Hemophilus influenzae 
disease、以下 IHD）を⽣じることがある。
IPDと IHD は平成 25 年 4 ⽉ 1⽇から第 5
類感染症に指定され、感染症法により 7 ⽇
以内の届け出が義務づけられた。平成 26 年
10 ⽉ か ら 65 歳以上の 成 ⼈ を対象に
PPSV23 ワクチンが定期接種化されるに⾄
った。このように肺炎球菌感染の重要性が
認識されワクチン接種も普及しつつあるが、
患者背景や⾎清型（莢膜型）の推移、ワクチ
ンのカバー率など不明な点も多い。これら
の点を明らかにする⽬的で、平成 25 年度か
ら全国 10 道県において成⼈の重症肺炎サ
ーベイランス構築に関する本研究を開始し
た。本全国研究の⼀環として⾼知県におけ
る IPD、IHD の発⽣状況、患者背景、莢膜
型を明らかにする⽬的で、調査を⾏った。ま
た、平成 28 年度からの第⼆期研究では同じ
く第 5 類感染症である劇症型溶⾎性レンサ
球 菌 感 染 症 （ streptococcal toxic shock 
syndrome、以下 STSS）、侵襲性髄膜炎菌感
染症（invasive meningococcal disease、以
下 IMD）（直ちに届出必要）も研究対象に加
わった。本年度は研究計画の最終年となる
が、昨年度に引き続き⾼知県における IPD、
IHD、STSS、IMD の発⽣状況、患者背景、

⾎清型を明らかにする⽬的に引き続き本サ
ーベイランスを⾏った。 
 
Ｂ．研究⽅法 
 令和 7 年（2024 年）1 ⽉から令和 7 年 12
⽉末までの 12 か⽉の間に⾼知県保健所に
届け出のあった成⼈（15 歳以上）の IPD、
IHD、STSS、IMD（IMD のみ全年齢）全
例を調査対象とした。⾼知県衛⽣研究所に
提出された調査票のデータをもとに患者の
年齢、性別、飲酒歴、喫煙歴、病型、基礎疾
患、ICU管理の有無、インフルエンザ同時
感染の有無、インフルエンザワクチン接種
の有無、 肺 炎 球 菌 ワ ク チ ン （ PCV13 、
PPSV23）摂取の有無、転帰を集積し解析し
た。また、⾼知県衛⽣研究所が菌株を回収し
国⽴感染症研究所にて⾎清型等を解析した。
IMD に関しては症例数が少ないため 10 道
県に限定せず全国規模で実施しリファレン
スセンターを介して菌株を回収する⽅法を
とった。 
 
（倫理⾯への配慮） 
本研究は、患者への侵襲や治療を伴う介⼊
研究ではない。匿名化された届け出情報の
みを扱い、患者個⼈が特定できないように
厳重に管理して解析を⾏った。菌株の⽣物
学的解析については患者個⼈の⽣体情報で
はないため患者の同意は必要としない。全
体研究の中央審査で倫理委員会の承認が得
られており、⾼知⼤学においても倫理委員
会の審査・承認を得ている(倫理委員会承認
番号 28-82)。倫理⾯の問題はない。 
 
Ｃ．研究結果 
 令和 7 年には 15 例の IPD の届出があっ



た.年齢分布は 36歳から 101歳で、中央値
は 76歳であった。 
解析できた 15 例中 9 例の病型は肺炎＋菌
⾎症で菌⾎症が 4 例、髄膜炎が 1 例であっ
た。無菌検体としての腸腰筋膿瘍から検出
された症例が 1 例みられた。 
菌株解析が可能であったのは 10 例であっ
た。 

⾎清型が前回報告以降で判明したのは 11
例(2025 年 3 ⽉まで 7 例、それ以降 4 例)で
あった。この結果により 2024 年度のワクチ
ンカバー率は 50.0%となった。 
 IHD は期間内で 7 例の届出があり、肺炎
菌⾎症が 6 例で菌⾎症例が 1 例であった。
前⾎清型が NTHi であった。STSS は 2 例
の届出があり。Lancefield 分類では全例が
G 群であった。IMD は 1 例報告があった。
IMD は前⾝を含めた本研究開始となる
2014 年以降初の報告となる。症例は 71歳
の⼥性で股関節痛を主訴に徒歩で救急受診
されたもので⾎液培養から髄膜炎菌が検出
された症例である。画像上仙腸関節炎を認
めており、髄膜炎菌による菌⾎症、化膿性仙
腸関節炎と診断した。⾎清型は Y であった。 
Ｄ．考察 
 ⾼知県は令和 8 年 4 ⽉時点での推計⼈⼝
63.8万⼈（⾼知県総務部統計課、前年より
0.8万⼈減少、減少率 1.4％）、65歳以上の
割合 36.6％（前年 36.1%）と全国でも最も
過疎⾼齢化かつ⼈⼝減少が進んでいる県の
⼀つである。東⻄に⻑く⼈⼝の半分が⾼知
市周辺に集中している。本研究班 10 道県の
中では過疎⾼齢化県を代表して参加してい
る。もともと⾼知県では⼈⼝が少ないこと
もあり IPD、IHD、STSS ともに発⽣数は
少なく、研究開始となる平成 26 年度から令

和元年度までの年間平均発⽣数は IPD が
14.33 例であった。さらに、新型コロナウイ
ルス感染症（COVID-19）の世界的蔓延のと
それに対する感染対策の影響により IPD が
本研究班の調査でも全国的に減少していた
ことが明らかになっており、COVID-19 流
⾏前(2017〜19 年）と⽐較して、流⾏後
(2020〜2022 年)には IPD罹患率は 60％減
少した 2)。当地域においても COVID-19 の
流⾏がみられた令和 2 年以降では COVID-
19流⾏前と⽐較し著明に減少していた。し
かし、昨年度末の報告から追加となった期
間内（令和 5 年 1 ⽉〜12 ⽉）では 11 例、
前年度報告は 19 例、本年度は 15 例と
COVID-19 流⾏以前の⽔準であった。この
要因としては⽇本国内においてマスク着⽤、
⼿洗い、⼿指消毒、うがい、密を避けるなど
の感染対策を国⺠全体が⾏うとともに、⾏
政側からの通知などにより国内外の⼈の移
動が⼤きく制限された影響により減少した
ものが徐々に緩和されるに従い増加してき
たものと考えられる。実際に COVID-19へ
の感染対策で侵襲性細菌感染症が減少した
という報告は国内外で報告されている(2)-(7)。
IHD についても COVID-19 流⾏前の状態
にまで増加している。STSS については、昨
年度、国内で A 群溶⾎性連鎖球菌（GAS）
を中⼼とした侵襲性溶⾎性連鎖球菌の発⽣
数が増加傾向となっており 9)、昨年度は
GAS4 例を含む 7 例の STSS の届出があっ
たが、本年度は 2 例でいずれも G 群であっ
た。本年度になり本県で初めて IMD が報告
されたが明らかな⼈的接触の無い症例であ
り、⾎清型は Y であった。COVID-19流⾏
期には IMD も減少することが報告されて
いるが 10)、流⾏期の感染対策が緩和されて



以降他の侵襲性感染症と同様に増加傾向と
なる可能性があり、更なるサーベイランス
の継続が重要と考えられる。 
 
Ｅ．結論 COVID-19流⾏に伴い低下して
いた侵襲性細菌感染症は増加傾向で流⾏前
の状況に戻っている。IMD などこれまで報
告の無かった疾患の報告も出てきておりサ
ーベイランスの継続が重要であると考えら
れる。 
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